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◦
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
希
望

す
る
場
合
は
、受
診
費
用
２
０
０
０
円
を

支
払
い
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
検
診
を
受
け
る
と
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
が
40
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
り
ま
す
。

　

私
も
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
検
診
を
受

け
ま
し
た
が
、
短
時
間
で
終
わ
り
ま
し
た
。

「
あ
の
と
き
検
診
を
受
け
て
い
た
ら
」
と
後
悔

す
る
前
に
、
年

に
一
度
の
検
診

で
、
あ
な
た
と

家
族
の
幸
せ
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

診
券
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
提
出
し
、
問

診
票
を
記
入
す
る
。

◉
検
診
車
で
検
診
す
る
場
合

①
健
康
課
に
予
約　

検
診
車
の
日
程
を
確
認

し
、
電
話
で
予
約
す
る
。

②
自
宅
に
問
診
票
が
届
く　

問
診
票
を
記
入

す
る
。
※
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
検
査
キ
ッ
ト
が
届
く
た
め
、
２

日
分
の
便
を
採
取
す
る
。

③
受
診　

受
診
会
場
で
、
が
ん
検
診
無
料
受

診
券
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
券
と
問
診
票
を
提

出
す
る
。

◉
共
通
事
項

◦
医
療
機
関
や
検
診
車
の
日
程
表
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
者

に
送
付
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
、
が
ん
に

か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
、
が
ん

で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
が
ん
は
早

期
に
発
見
、
治
療

す
れ
ば
治
癒
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
が
ん
検
診

を
受
け
る
方
は
多

く
な
い
よ
う
で

す
。

▪
受
診
方
法

◉
医
療
機
関
で
検
診
す
る
場
合

①
医
療
機
関
に
予
約　

※
大
腸
が
ん
検
診
は

予
約
不
要

②
受
診　

医
療
機
関
で
、
が
ん
検
診
無
料
受

姫
島

童
浦
校

区
の
片
浜

地
区
か
ら

海
を
眺
め

る
と
、周
囲

約
４
㎞
の

小
さ
な
無

人
島
が
あ

り
ま
す
。そ

の
島
を
姫

島
と
い
い
、

童
浦
校
区

の
片
浜
区
と
波
瀬
区
が
管
理
し
て
い
る

島
で
す
。残
念
な
が
ら
定
期
船
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、船
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。無
人
島
と
は
思
え
な
い
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
島
で
、鳥
の
鳴
き
声
と
波
の
音

を
聞
き
な
が
ら
、散
策
す
る
と
と
て
も
気

持
ち
が
い
い
で
す
。片
浜
側
は
砂
地
、蒲

郡
側
は
岩
場
が
多
く
、釣
り
に
最
適
な
ポ

イ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。機
会
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
無
人
島
探
索
を
楽
し
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

▼
姫
島
整
備
促
進
委
員
会　

小
林
孝
義

☎
23
局
７
１
１
５

　
　
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　

が
ん
検
診
に
行
き
ま
し
ょ
う

広報サポーター
大久保ゆり

（田原中部校区）

広報サポーター
太田俊一

❖田原市広報サポーターの部屋

◦田原市ホームページ
 http://www.city.tahara.aichi.jp/
◦ブログアドレス
 http://kohotahara.dosugoi.net/

◦ツイッターアドレス
 http://twitter.com/#!/KohoTahara

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大
久
保
ゆ
り
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
今
年
の
が
ん
検
診
は
受
診
し
ま
し
た
か
？

今
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
方
法
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦片浜からみた姫島

■がん検診受診率（平成２５年度）

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
0 20 40 60 80 100（％）

22.7％

31.6％

41.7％

48.2％
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皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
手
筒
花
火

を
牡
鹿
半
島
に
も
っ
て
い
く
た
め
の
募
金
の

総
額
は
、
94
万
６
５
８
０
円
と
な
り
、
宮
城

県
石
巻
市
牡
鹿
半
島
の
牡
鹿
さ
、
ご
ざ
ぃ
～

ん
２
０
１
４
盆
踊
り
で
、
手
筒
花
火
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
募

金
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
牡
鹿
中

学
校
の
生
徒
た
ち
に

よ
る
「
侍
ソ
ー
ラ
ン
」

か
ら
始
ま
り
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ
で

盛
り
上
が
る
中
、
や
ぐ
ら
と
提
灯
の
贈
呈
式

を
終
え
て
盆
踊
り
へ
と
続
き
ま
し
た
。
最
後

に
田
原
の
手
筒
花
火
が
披
露
さ
れ
、
祭
り
は

大
盛
況
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
花
火
は
、
田
原
祭

り
五
町
煙
火
の
代
表
に
よ
り
、
し
っ
か
り
と

東
北
の
夜
空
に
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

▪
牡
鹿
半
島
で
手
筒
を
あ
げ
て
～
田
原
祭
り

　

五
町
煙
火
代
表　

伊
藤
さ
ん
の
お
話
～

　

お
祭
り
の
翌
日
、
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
る

と
、
現
地
の
女
性
の
方
か
ら
「
花
火
を
見
た

孫
が
す
ご
く
喜
び
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
手
筒

を
あ
げ
る
ま
ね
を
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。
あ

り
が
と
う
」と
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
交
流
し
て
い
き
た
い
で
す
。

投
稿

手
筒
花
火
で
復
興
支
援
募
金

熱
く
結
ば
れ
た
絆
、永
遠
に

　豊明市にある中京競馬場では、東海地方の地域色を出すためにさ
まざまなレースが開催されています。７月２６日（土）の中京競馬場第
９レースは、「渥美特別」と銘打たれて開催されました。
　田原市ではこのレースに協力し、レース後の表彰式で、Ｌａ＊花ノた
みから勝利馬の馬主・調教師・騎手に「ビクトリーブーケ」を、勝利馬に
は、野菜や果物をブーケに仕立てた「ベジフルフラワー」をお贈りしま

した。「ベジフルフラワー」はすべて野菜で作られており、贈られた馬はおいしく食べてくれたこ
とと思います。また、当日は田原市産の野菜や果物の販売も行い、とても好評で持ち込んだ商品はあっという間に売り切れ
てしまいました。田原市の花と野菜がしっかりＰＲできた渥美特別でした。

◉花と野菜のブーケはいかがですか？

4

▶農政課 ☎23局3517

9月の
グロリオサ
（花／出荷時期：通年）

花びらが特徴的な花で、県
内１位の生産量、約８６万
本出荷されています。

花ことば
栄光、頑強、勇敢

コスモス
（鉢花／出荷時期：９月～１０月）

秋の訪れを告げる花で、約
１４万鉢出荷されています。

花ことば
乙女の真心

　　  田原ロータリークラブ
秋はトレッキングをしよう!
蔵王山遊歩道整備

　トレッキングなど多くの人々
でにぎわう蔵王山の遊歩道。8
月3日（日）に遊歩道の5合目付
近に120段の階段を整備しま
した。遊歩道に車が入れないた
め、資材を担いで山道を何往復
もし、大変な作業でしたが、遊歩
道の安全性が高まりました。
　市民の皆さん、快適なトレッ
キングをぜひお楽しみくださ
い。

投稿

│ 3 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 9 月15 日
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▲みんなでナイスショット！！ ▲グラウンドゴルフ大会の開会式の様子

地
域
の
話
題

田
原
東
部
校
区

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
育
む
世
代
間
交
流

校
区
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」に
つ
い
て

田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

田
原
東
部
校
区
で
は
、

地
域
住
民
の

交
流
行
事
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
７
月

に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
参
加
者
の
減
少
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
は
約
50
名
の
参

加
者
に
と
ど
ま
り
、
大
会
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

恒
例
行
事
の
存
続
を
目
指
し
て

　
「
恒
例
の
行
事
な
の
で
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
い
う
の
が
校
区
役
員

の
思
い
で
し
た
。
そ
こ
で
参
加
者
の
増
加

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
講
ず
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
自
転
車
で
も
来
や
す
い
よ
う

に
と
、
会
場
を
こ
れ
ま
で
の
東
部
運
動
公

園
か
ら
田
原
東
部
小
学
校
に
変
更
す
る
と

と
も
に
、
開
催
日
も
行
事
と
重
な
ら
な
い

よ
う
学
校
と
調
整
し
、
老
若
男
女
が
参
加

で
き
る
日
と
し
て
７
月
20
日
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

大
会
開
催
チ
ラ
シ
も
各
家
庭
に
回
覧
し

て
い
た
だ
け
で
し
た
が
、
今
年
か
ら
学
校

を
通
し
て
、
校
区
内
全
児
童
へ
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、子
ど
も
会
と
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
保
護
者
に
声
掛
け
を
す
る
な

ど
、
大
会
の
周
知
や
親
子
で
の
参
加
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

盛
大
に
大
会
を
開
催

　

こ
う
し
た
努
力
が
実
り
、
今
年
度
は

１
１
８
名
の
校
区
民
が
参
加
し
、
大
会
は

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当

日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ス
ポ
ー

ツ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
小
さ

な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
集
合
し

ま
し
た
。

　

準
備
運
動
の
後
、
世
代
混
合
で
３
～
４

名
が
一
組
に
な
り
、
全
16
ホ
ー
ル
を
回
り

ま
し
た
。
大
き
な
歓
声
や
元
気
な
笑
い
声

に
つ
つ
ま
れ
、
和
や
か
で
さ
わ
や
か
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を

　

校
区
で
は
ほ
か
に
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
が
参
加

し
や
す
い
工
夫

を
心
が
け
、
交

流
を
深
め
て
い

け
る
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

▲秋に行われるミニバレーボール大会
田原東部校区

田原市役所

三河田原

神戸豊島
やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42

田原東部市民館

259

田原東部小
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とよがわ流域圏づくり市民活動育成塾
受講者を募集します！！

豊川流域圏づくり（流域圏レベルでの広域的な地域の連携
や振興）をめざす市民分野の活動に、中心的な役割を

果たす人材の育成ならびに実践活動のフォローアップを行うこと
を目的として開催します。

イベント紹介

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

対象◎東三河を舞台に市民活動に意欲のある方（選考あり）
日時◎原則として、11/22 ～ H27/2/7 の毎週土曜日（年末年始

を除く／全 10 回）13：30 ～ 15：00 ※ 12/13 は終日
場所◎愛知大学など東三河
定員◎ 30 名
受講料◎無料
申し込み◎ 10/31 金までに市民協働課および田原市市民活動支援センターにある申込用紙に必要事項を記入のうえ、
　ＦＡＸまたは郵送にて／ブログ「豊川リバーウォーク」（http://toyogawa.dosugoi.net/）からでも申し込みできます。
主催◎豊川流域圏づくり協議会（設立：H25/4　代表：山田政俊）
構成団体◎豊川流域研究会、豊川リバーウォーク委員会、豊川流域圏通貨バンク協議会
申し込み・問い合わせ◎豊川流域圏づくり協議会事務局　筧

かけひ

　和美
　（〒 441-1414　新城市作手清岳字タイコヤシキ 1-23）☎ 0536-37-2261

第１回 田原リレーマラソン
参加チームを募集します！！
みんな集まれ～！つながり・絆・出会いのランニング ハーフマラソン（21.09㎞）をチームのタスキでつなごう！

世間は空前の健康ブーム、マラソンブームです。参加した人、関わった人たちのつながりがより広がり、絆
きずな

がより強くなることを願いこの大会を開催します。家族や友人、職場仲間、会社チームなど、気軽に誘い合っ
てご参加ください。上位入賞チームには豪華賞品を用意しています。（大会ボランティアも同時募集）

イベント紹介

◦平成26年度市民活動チャレンジ支援補助金採択事業

【競技方法】
◦１チーム５～７人構成で１周約 1.5㎞のコースを 14 周、ハーフマラソン
（21.0975㎞）をタスキリレーします。

◦走る順番や１人が何周走るかは自由ですが、必ず１人１周以上走ってください。
最後の１周は 1.5㎞より少し長くなります。

【募集内容】
日時◎ 11/30 日 9：30 ～
場所◎サンテパルクたはら　芦ヶ池サンテロード
定員◎ 50 チーム（1 チーム 5 ～ 7 人）
参加料◎ 1 チーム 5,000 円
申し込み◎ 10/24 金までに大会ホームページ（http://itiya.boo.jp/tahara-relay/）にて
主催◎田原リレーマラソン実行委員会
問い合わせ◎田原リレーマラソン実行委員会事務局　  070-5255-9464（藤城）   tahara.r.marathon@gmail.com

│ 5 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 9 月15 日
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学校生活の
一コマを紹介

72

◦夢先生と一緒にゲームを行う生徒たち

◦夢を持つことの大切さを語る夢先生

　　自分たちの地域をきれいにしよう！

　４月28日（月）、伊良湖小学校は、全校児童で地域の美化活動を行いました。毎年、地域への愛着を深
めることを目的に清掃を行っています。
　まず、学校から縦割り班ごとに歩いて「磯丸園地」へ向かいました。先生からの話を聞いた後、伊良湖
の海岸で、海を見ながら弁当を食べました。１年
生から６年生まで、みんな仲良く、楽しい時間を
過ごすことができました。
　その後、「松尾芭蕉の句碑」と「磯丸園地」の２
カ所に分かれて、班ごとで清掃を行いました。ど
の子も真剣に清掃をしていて、自分たちが生ま
れ育った地域をきれいにしようという気持ちが
伝わってきました。
　郷土の偉人「糟谷磯丸翁」は、今年で生誕
２５０周年です。地域全体で盛り上がっていま
す。伊良湖小学校では全学年で、「糟谷磯丸翁」に
ついて学習し、発表する計画をしています。

DREAM　夢があるから強くなる

　日本サッカー協会が、「DREAM　夢があるから強くな
る」をスローガンに掲げ、「夢先生」という事業を行ってい
ます。田原市では「夢の教室」と称して、この事業を取り入
れています。キャリア教育に重きを置いている本校でも、
秋に職場体験学習を控えている２年生全学級を対象に、
６月19日（木）、26日（木）、27日（金）の３日間に分けて、「夢
の教室」を開催しました。
　ＪリーグのOBなど、元プロスポーツ選手が「夢先生」と
して学校を訪れました。まず、生徒と一緒になって、体育
館で簡単なゲームを行いました。その後、「トークの時間」
として、教室で話をしてくれました。「夢を実現すること
の難しさ」「夢に向かって動き出したときぶつかった困難
を、どのように乗り越えたか」など、「夢先生」が自身の体
験談を交えながら話をしました。 最後には、生徒それぞれ
が「夢シート」に、自分の夢についての思いを書き、夢に向
かって進む決意を新たにしました。
　生徒たちは、実体験をもとにした話を聞きながら、困難
を乗り越える意志の強さや、夢をあきらめず粘り強く頑
張ることの大切さを学びました。

伊良湖小学校「美化活動」

田原中学校「夢の教室」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「美化活動」と中学校での「夢の教室」の様
子をご紹介します。

◦磯丸園地を清掃する子どもたち

平成 26 年 9 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
大
会（
宮
崎
県
宮

崎
市［
８
／
26
～
30
］）に
出
場
を
決
め
た
選
手
５

名
が
、市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。選
手
の
皆
さ

ん
は
、市
長
か
ら「
田
原
市
の
サ
ー
フ
ィ
ン
熱
が
高

い
と
感
じ
る
。皆
さ
ん
が
全
国
の
舞
台
で
活
躍
し
、

地
域
に
元
気
を
与
え
て
」と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

波
を
乗
り
こ
な
し

つ
か
む
ぞ
！
栄
光

８
月
18
日［
月
］

▲【写真左から】鈴木拓海さん、鈴木マリーンさん、鈴木弘章さん、鈴木田
原市長、松尾良さん、岡田光生さん／岸上晃大さんは欠席

　

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
抜
大
会【
女
子
三

段
跳
】（
大
阪
府
東
住
吉
区［
８
／
30
・
31
］）に
出
場

を
決
め
た
渥
美
農
業
高
校
３
年
生
の
山
下
留
奈
さ

ん
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。山
下
さ
ん
は
、

「
決
勝
進
出
に
必
要
な
11
ｍ
70
以
上
の
記
録
を
出

し
て
入
賞
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

入
賞
目
指
し
て
ホ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ

８
月
18
日［
月
］

▲市長から「目標を高く持ち挑んで」と激励を受けた山下さん（写真中央）

　

渥
美
半
島
を
探
検
し
よ
う
ジ
オ
ツ
ア
ー
が
開
催

さ
れ
、21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
ツ
ア
ー
は
、

田
原
市
の
豊
か
な
自
然
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。参
加
者
は
、光
岩（
赤
羽
根
町
）

や
、日
出
の
石
門（
日
出
町
）な
ど
を
観
察
し
た
り
、

す
ば
ら
し
い
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

発
見
い
っ
ぱ
い
！

貴
重
な
資
源
を
探
索

８
月
11
日［
月
］

▲鸚
お う む せ き

鵡石の前で、石の説明を聞く参加者
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100

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

26

材
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

◉
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
メ
リ
ッ
ト

　

効
果
1
◦
日
差
し
を
さ
え
ぎ
る

　

効
果
２
◦
周
囲
の
気
温
を
下
げ
、体
感
温

度
が
低
く
な
る

　

効
果
３
◦
新
鮮
な
酸
素
を
感
じ
て
気
分

が
さ
わ
や
か
に
な
る

　

効
果
４
◦
室
内
の
気
温
が
下
が
り
、
エ
ア

コ
ン
の
効
き
が
よ
く
な
る
た
め
、
省
エ
ネ

に
な
る　

　

田
原
市
で
は
、

身
近
に
で
き
る
温

暖
化
防
止
対
策
と

し
て
今
後
も
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
育
成

を
応
援
し
て
い
き

ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
た
省
エ
ネ

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す　

　

田
原
市
で
は
、夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
一
環
と
し
て
、エ
ア
コ
ン
の
使
用
で

消
費
す
る
電
力
量
の
削
減
に
つ
な
が
る

ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
市
内
の
保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園

（
20
園
）、小
学
校
（
８
校
）、中
学
校
（
３

校
）、高
校
（
１
校
）、市
民
館
（
９
施
設
）、

そ
の
他
施
設
（
14
施
設
）の
計
55
の
公
共

施
設
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、環
境
政
策
課
窓
口
に
お
い
て
も

市
民
向
け
ゴ
ー
ヤ
の
種
の
配
布
を
し
ま
し

た
。

　

園
児
や
児

童
、生
徒
は
、

世
話
を
し
な

が
ら
、緑
の

カ
ー
テ
ン
育

成
観
察
や
ア

サ
ガ
オ
の
色

水
遊
び
な
ど

を
行
い
、環

境
学
習
の
資

▪
対
象
品
目

　

家
庭
で
使
用
し
た
小
型
家
電
製
品
の
う

ち
、特
に
個
人
情
報
保
護
対
策
に
配
慮
が

必
要
な
も
の
が
対
象
で
す
。今
ま
で
回
収

で
き
な
か
っ
た
パ
ソ
コ
ン
も
対
象
品
目
と

な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
小
型
家
電
製
品
（
ド
ラ
イ

ヤ
ー
・
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
）
は
、
今
ま

で
ど
お
り「
も
や
せ
な
い
ご
み
」や「
粗

大
ご
み
」
と
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
各
セ
ン
タ
ー
で
回
収
し
ま
す
。

▪
回
収
箱
設
置
場
所

　

田
原
市
役
所
／
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

／
渥
美
支
所
／
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー

／
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
／
渥
美
資
源

化
セ
ン
タ
ー

◦
個
人
情
報
保
護
対
策
と
し
て
、
回
収

箱
は
携
帯
電
話
パ
ン
チ
を
備
え
付
け
て

お
り
、
取
出
口
は
施
錠
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◦
さ
ら
に
、
各
施
設
の
施
錠
で
き
る
と
こ

ろ
に
回
収
箱
を
設
置
し
ま
す
。

※
回
収
箱
に
よ
る
回
収
は
11
月
ご
ろ
開
始

す
る
予
定
で
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
小
型
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。田
原

市
で
も
、一
部
の
小
型
家
電
に
つ
い
て
無

料
で
拠
点
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
６
１
３
人
・
事
業
所
99
カ
所（
８
月
末
現
在
）

分類 主な品目

無線通信機械器具 携帯電話・ＰＨＳ端
末

映像用機械器具 デジタルカメラ、ビ
デオカメラ

電気音響機械器具 オーディオプレー
ヤー、ＩＣレコーダ

パソコン パソコン、タブレッ
ト端末

記憶装置 ハードディスク、Ｕ
ＳＢメモリー

その他 ゲーム機、カーナビ

10/26 田原市民まつりにて
臨時回収を行います！
田原文化会館に回収箱を設置しますの
で、使用済みの上記対象品目をお持ち
の方はぜひお越しください。
　なお、市民まつ
りに使用済み小型
家電をお持ちいた
だいた方は、エコ
バッグと交換いた
します。

◦ゴーヤのスタンプ遊び（神戸保育園）

◦緑のカーテン（衣笠市民館）
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台
風
に
関
す
る
用
語
に
つ
い
て

しろ
ちゃん

～国内外との交流・多文化共生～

こ
ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で
す
。

９
月
は
台
風
や
大
雨
の
多
い
時
期

と
い
う
こ
と
で
、
風
水
害
に
対
す
る
心
構

え
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

   

今
回
は
、
台
風
に
関
す
る
用
語
に
つい

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
台
風
に
関
す
る
用
語

◦
台
風
の
強
さ

◦
大
き
さ
の
階
級

◦
強
風
と
暴
風
の
違
い

◦
台
風
の
強
さ
と
被
害
想
定

▪
台
風
と
熱
帯
低
気
圧
の
違
い

　

熱
帯
地
方
や
亜
熱
帯
地
方
で
発
生
し

た
低
気
圧
を
「
熱
帯
低
気
圧
」
と
い
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
北
西
太
平
洋
で
発

達
し
て
中
心
付
近
の
最
大
風
速
が
毎
秒

約
１７
ｍ
以
上
に
な
っ
た
も
の
が
「
台
風
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
熱
帯
低
気
圧
は
風
の

強
さ
で
は
台
風
に
及
び
ま
せ
ん
が
、
雨
に

よ
り
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
台
風
や
熱
帯
低
気
圧
の
接

近
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
早
め
に
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

呼
び
方

平
均
風
速
（
毎
秒
）

強
風

15
ｍ
以
上

暴
風

25
ｍ
以
上

階
級

風
速
毎
秒
15
ｍ
以
上
の
半
径

大
型

（
大
き
い
）

5
０
０
㎞
以
上
～

８
０
０
㎞
未
満

超
大
型

（
非
常
に
大
き
い
）
８
０
０
㎞
以
上

呼
び
方

最
大
風
速
（
毎
秒
）

台
風

17
ｍ
以
上
～
33
ｍ
未
満

強
い
台
風

33
ｍ
以
上
～
44
ｍ
未
満

非
常
に
強
い
台
風

44
ｍ
以
上
～
54
ｍ
未
満

猛
烈
な
台
風

54
ｍ
以
上

風
速（
毎
秒
）

想
定
さ
れ
る
被
害
な
ど

10
ｍ
以
上
～

15
ｍ
未
満

看
板
や
ト
タ
ン
板
が
外
れ
は

じ
め
る
も
の
も
あ
る

15
ｍ
以
上
～

20
未
満

風
に
向
か
っ
て
歩
け
な
い

20
ｍ
以
上
～

25
ｍ
未
満

し
っ
か
り
と
体
を
確
保
し
な

い
と
転
倒
す
る

25
ｍ
以
上
～

30
ｍ
未
満

立
っ
て
い
ら
れ
ず
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
壊
れ
る　

30
ｍ
以
上

屋
根
が
飛
び
、
家
が
倒
れ
る

こ
と
も
あ
る

◉つぐやさんの五平餅づくり教室
　つぐやさんの五平餅づくり教室は、７月２７日（日）に
開催された、たはらエコフェスタ内のイベントとして実施
されました。毎年講師をしていただくのは、村松澄子さ
ん。１０年以上続く五平餅づくり教室で多くの知り合い
ができたとうれしそうに話をされていました。
　 参 加 者 は、
クルミだれとひ
るみそで味付
けされた「た
れ」がおいしい
と笑顔で五平
餅を味わってい
ました。

◉設楽町との交流のきっかけ
　田原市と設楽町（旧津具村）は昭和５７年、豊川
の上流と下流、そして「海のまち」と「山のまち」と
して交流が始まりました。その後、スポーツ交流や小
学校間の交流など、さまざまな交流に発展したことか
ら、末永い交流を目指し、平成２年３月２４日に姉妹
提携しました。
◉多彩な設楽町の五平餅の「たれ」
　設楽町の総面積の約９割を占める山林は、１，０００ｍ
級の山々が連なり、豊川、矢作川、天竜川という三大
水系の水源地となっています。　
　設楽町の五平餅の「たれ」は、おもしろいことに水
系によりはっきり分かれています。豊川水系は、みそベ
ース。矢作川水系は、しょうゆとピーナッツ。天竜川水
系は、クルミとひる（にんにく）みそで味付けされています。

「五平餅」を通して広がる交流の輪
田原市の姉妹都市である設楽町の名産品「五平餅」について紹介します。

◦五平餅づくり教室の様子
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校　

▼
出
願
期
間
＝
①
10
月
１
日
（
水
）～

16
日
（
木
）  

②
10
月
14
日
（
火
）～
23
日

（
木
）　

▼
試
験
内
容
＝
推
薦
は
面
接
、
一

般
・
社
会
人
は
作
文
と
面
接　

▼
申
し
込

み
＝
田
原
福
祉
専
門
学
校
に
あ
る
所
定
の

出
願
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
学

検
定
料
１
万
５
０
０
０
円
を
振
り
込
み
の

う
え
、
出
願
期
間
内
に
提
出
（
郵
送
の
場

合
は
当
日
消
印
有
効
）　

▼
そ
の
他
＝
入

学
試
験
は
、
10
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
計
５
回
実
施
し
ま
す
。
※
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

田
原
市
臨
時
職
員（
渥
美
郷
土
資

料
館
企
画
展
監
視
員
）

▼
募
集
人
員
＝
７
名
程
度　

▼
対
象
＝
健

康
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
10
月
25
日
（
土
）

～
12
月
７
日
（
日
）　

▼
勤
務
内
容
＝
展
示

室
監
視
ほ
か　

▼
勤
務
形
態
＝
週
４
日
程

度
勤
務
（
土
・
日
曜
日
勤
務
あ
り
）
／
午

前
９
時
～
午
後
１
時
と
午
後
１
時
～
５
時

の
交
代
勤
務　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
10
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出
／
郵
送
不
可

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

　

田
原
福
祉
専

門
学
校
で
は
、

平
成
27
年
度
の

推
薦
お
よ
び
一

般
・
社
会
人
入

学
試
験
を
行
い

ま
す
。

▼
試
験
種
別
＝

①
推
薦
入
学
試

験 

②
一
般
・
社
会
人
入
学
試
験　

▼
試

験
日
＝
①
10
月
25
日
（
土
） 

②
11
月
１
日

（
土
）　 

▼
試
験
会
場
＝
田
原
福
祉
専
門
学

秋
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

参
加
者

▼
日
時
＝
10
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
～

３
時
※
雨
天
中
止　

▼
場
所
＝
汐
川
干
潟

（
豊
橋
市
杉
山
町
）　

▼
定
員
＝
50
名
（
先

着
順
）
※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
長
靴
、

ス
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
10
日

（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル・

は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル・は
が
き
の

場
合
は
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
と
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を

明
記
）

▼
環
境
政
策
課

（
〒
４
４
１
―
３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

kankyo@
city.tahara.aichi.jp

愛
犬
と
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

犬
の
し
つ
け
方
教
室

▼
対
象
＝
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
・
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
済
み
で
、

そ
の
犬
を
制
御
で
き
る
飼
い
主
と
そ
の
犬　

▼
日
時
＝
10
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

▼
内
容
＝
初
歩
的
な
犬
の
し
つ
け
方
教

室
（
獣
医
師
に
よ
る
飼
い
方
、
病
気
相
談

あ
り
） 　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝

５
組
（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
申
し
込
み
＝
10

月
10
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
に
て
／

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

▼
そ
の

他
＝
申
し
込
み
の
際
に
、
愛
犬
手
帳
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
証
明
書
な
ど
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。
飼
い
方
、
病
気
相
談
は
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三

河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

生
活

LIFE

渡
辺
崋
山
　
講
演
会

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時　
▼
場
所
＝
崋
山
会
館
鶴
の
間

▼
講
演
内
容
＝
【
演
題
】
渡
辺
崋
山
と
長

崎
派
の
絵
画　
【
講
師
】
早
稲
田
大
学
文
学

学
術
院
美
術
史
コ
ー
ス
准
教
授
成
澤
勝
嗣

氏　

▼
定
員
＝
80
名（
先
着
順
）　

▼
参
加

料
＝
無
料　
▼
申
し
込
み
＝
不
要　
▼
そ
の

他
＝
当
日
は
博
物
館
も
無
料
開
放
し
ま
す
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

募
集

W
A
N
TED

田
原
福
祉
専
門
学
校
　
学
生
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手
続
き
、
遺
言
の
作
成
に
関
す
る
こ
と　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
に
電
話
予
約
ま
た
は

当
日
会
場
に
て
（
先
着
順
）

▼
愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
６
６
５

【
行
政
書
士
相
談
】▼
日
時
／
場
所
＝
10
月

４
日
（
土
）
～
５
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時
／
愛
知
県
行
政
書
士
会
東
三
支

部
事
務
局
（
豊
橋
市
新
吉
町
28
日
伸
ビ
ル

３
階
）　

▼
内
容
＝
遺
言
書
・
遺
産
分
割

協
議
書
・
建
築
業
許
可
・
農
地
転
用
・
産

業
廃
棄
物
許
認
可
・
車
庫
証
明
・
会
社
設

立
な
ど
の
許
認
可
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

▼
申
し
込
み
＝
事
前
に
電
話
予
約
ま
た
は

当
日
会
場
に
て

▼
愛
知
県
行
政
書
士
会
東
三
支
部

☎（
０
５
３
２
）53
局
１
９
６
３

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
８
月
８
日
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会

社
東
海
・
長
野
カ
ン
パ
ニ
ー
様
か
ら
環
境

保
全
活
動
の
た
め
、金
２
万
４
８
６
５
円
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
８
月
20
日
、
松
本
栄
子
様
（
千
葉
県
）

か
ら
金
１
万
円
。

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

10
月
11
日
土
～
20
日
月

　
　
　

　

ス
ポ
ー
ツ
、
行
楽
に
最
適
な
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、ま
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

学
習
や
部
活
動
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き

る
充
実
し
た
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
暗
く

な
り
始
め
た
時
間
帯
は
、
犯
罪
が
起
き
や

す
い
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
子
ど

も
た
ち
や
女
性
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
地
域
で
目
を
光
ら
せ
み
ん
な
で
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

❖
運
動
の
重
点

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

　

※
年
間
取
組
事
項

◦
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

◦
自
動
車
関
連
窃
盗
の
防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
特
殊
詐
欺
の
被
害

防
止

◦
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

▪
10
月
11
日
（
土
）
は
、
防
犯
に
対
す
る

意
識
と
理
解
を
深
め
る
「
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
で
す
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

井
戸
水
を
飲
用
に
使
っ
て
い
る

ご
家
庭
へ

　

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
場
合
は
、
使

う
人
が
自
分
自
身
で
、
井
戸
な
ど
の
施
設

や
水
質
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

井
戸
水
を
飲
用
に
使
う
場
合
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◦
井
戸
な
ど
の
施
設
と
そ
の
周
辺
の
点
検
、

清
掃
を
行
っ
て
、清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

◦
井
戸
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
、
味
に
異

常
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
塩
素
消
毒
や
煮
沸
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
年
１
回
以
上
、水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

今
は
水
質
が
良
い
井
戸
な
ど
も
、
今
後

汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
飲
み

水
に
は
、
安
全
な
水
道
水
を
利
用
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
20
日
月
～
26
日
日

　
　
　

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
伺
い
、
そ
の
解
決
を
図
る
制

度
で
す
。市
で
は
、「
行
政
相
談
所
の
開
設
」

「
心
配
ご
と
相
談
」
を
同
時
に
実
施
し
ま

す
。
年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・
環
境

衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通
安
全
・
道
路
・

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▪
心
配
ご
と
相
談

▼
開
催
日
／
場
所
＝
①
10
月
１
日
（
水
）

／
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

②
10
月
８
日

（
水
）
／
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー　

③
10

月
21
日
（
火
）
／
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

▼
時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時
／
あ
つ
み
ラ

イ
フ
ラ
ン
ド
は
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
こ
の
ほ
か
の
日
程
で
も
、
行
政
相
談
委

員
な
ど
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
程
は
、
田
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
社
協

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
行
政
相
談
委
員

◦
松
井
克か

つ
し志
さ
ん
（
神
戸
町
）

◦
本
田
則の
り
こ子
さ
ん
（
高
松
町
）

◦
宮
本
孝た
か
こ子
さ
ん
（
福
江
町
）

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０

23
局
３
９
７
０

http://tahara-shakyo.or.jp/sinpai/

soudan.htm

　

法
の
日
記
念
事
業
　

司
法
書
士
・
行
政
書
士
無
料
相
談

【
司
法
書
士
相
談
】▼
日
時
／
場
所
＝
10
月

４
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時
／
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室
１
・
３　

▼
内

容
＝
登
記
・
民
事
裁
判
・
家
庭
裁
判
所
の

寄
付

D
O
N
ATIO

N
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其の

161

文化生涯学習課 　２３局３６３５
　　　　　　　 　２２局３８１１

　

渥
美
半
島
の
先
端
、
伊
良
湖
岬
の
古
山

中
腹
に
、
伊
良
湖
の
地
に
流
さ
れ
た
麻
続

王
の
歌
と
さ
れ
る
「
万
葉
の
歌
碑
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
歌
碑
を
揮
毫
し
た
の
が
、

地
元
出
身
の
書
家
鈴
木
翠
軒
で
す
。

　

鈴
木
翠
軒
（
１
８
８
９
～
１
９
７
６
）

は
、
明
治
22
年
、
現
在
の
田
原
市
堀
切
町

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
書
に

優
れ
、
大
正
８
年
（
30
歳
）
に
上
京
を
決

意
し
、
書
家
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。
昭

和
７
年
（
43
歳
）
に
は
、文
部
省
か
ら
「
国

定
甲
種
小
学
書
方
手
本
」
の
執
筆
を
依
頼

さ
れ
、
昭
和
13
年
に
こ
の
大
役
を
終
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
35
年
（
72
歳
）
に

日
本
藝げ
い
じ
ゅ
つ術
院
会
員
と
な
り
、
書
道
界
の

指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
築
き
上
げ
、
翠

軒
の
時
代
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭

の
「
万
葉
の
歌
碑
」
は
、
こ
の
１
年
後
に

揮
毫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
43
年

（
79
歳
）
に
は
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
翠
軒
は
、
ど
の
よ
う
な
書
道
家

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
翠
軒
は
、
中

国
・
日
本
の
名め
い
ひ
ほ
う
じ
ょ
う

碑
法
帖
を
丹
念
に
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
漢
字
と
仮
名
を
調
和
さ

せ
、
流
れ
と
伸
び
の
あ
る
独
自
の
書
風
を

打
ち
立
て
ま
す
。

　

ま
た
、
翠
軒
は
『
書
人　

翠
軒
』
の
中

で
「
広
大
無
辺
に
し
て
男
性
的
な
故
郷
の

風
景
に
宿
る
神
秘
性
や
哀
感
、
簡
素
な
家

屋
や
生
活
様
式
の
単
純
性
な
ど
が
一
種
の

潜
在
意
識
と
な
っ
て
、
陰
に
陽
に
私
の
作

品
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
書

い
て
い
ま
す
。
幼
少
期
か
ら
伊
良
湖
岬
の

自
然
や
風
土
の
中
で
育
っ
て
き
た
経
験

が
、
彼
の
作
品
の
根
幹
に
存
在
し
、
素
晴

ら
し
い
独
自
の
書
風
を
生
み
出
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　

翠
軒
は
、「
万
葉
の
歌
碑
」
を
揮
毫
し

た
際
、一
度
彫
刻
を
始
め
た
作
品
に
か
え
、

新
た
に
書
き
直
し
た
作
品
で
彫
刻
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。
故
郷
の
伊
良
湖
岬
で
詠
ま

　
鈴
木
翠す

い
け
ん軒
揮き

ご

う毫
「
万
葉
の
歌
碑
」

【
表
紙
の
写
真
】田
原
市
産
の
花（
協
力
）河
合
真
理
子

▼
田
原
市
で
は「
日
本
一
の

花
の
生
産
地
か
ら
、日
本
一

花
を
贈
る
ま
ち
に
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
花
を
贈
る
活
動
を
広
め

て
い
ま
す
。大
イ
ベ
ン
ト
じ
ゃ
な
く

て
も
、大
き
な
花
束
じ
ゃ
な
く
て
も
、

ふ
と
相
手
の
こ
と
を
想
っ
た
時
に
一

輪
の
花
を
贈
る
よ
う
な
…
。小
さ
な

喜
び
が
た
く
さ
ん
あ
る
う
る
お
い
に

満
ち
た
毎
日
が
皆
さ
ん
に
訪
れ
ま
す

よ
う
に
。（
Ｏ
）

れ
た
歌
に
対
し
て
、
よ
り
よ
い
歌
碑
を
残

し
た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
伝
わ
り
ま

す
。「
う
つ
せ
み
の
命い
の
ち
を
惜を

し
み
浪な
み

に
ぬ

れ
伊い

ら

ご
良
虞
の
島し
ま

の
玉た
ま
も藻
苅か

り
食を

す
」
に
込

め
ら
れ
て
い
る
思
い
を
、
一
字
一
字
て
い

ね
い
に
書
き
な
が
ら
も
、
な
め
ら
か
で
流

れ
る
よ
う
な
運
筆
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

書
家
鈴
木
翠
軒
の
書
に
よ
る
「
万
葉
の

歌
碑
」
を
、
伊
良
湖
岬
の
美
し
い
風
景
と

と
も
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
）

▪
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
た
は
ら
平
成
26
年
７
月
15
日
号
12
頁
「
田

原
歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
」（
１
段
目
）
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
表
中
】　

正
：
高
畑
米
一
氏

　
　
　
　

誤
：
高
畑
米
吉
氏
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 ●「万葉の歌碑」を眺める鈴木翠軒（田原市博物館蔵）
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